
 

 

  

清
川
歴
史
公
園
か
わ
ら
版 

■発行所 

 

○清川歴史公園 

管理運営委員会 

 

□庄内町 

立川総合支所 

立川地域振興係 

TEL:0234-56-2217 

 

○庄内町 

「清河八郎」大河ド

ラマ誘致協議会 

 

□庄内町教育委員会 

社会教育課 

TEL：0234-43-0194 

 

 

令和６年（２０２４年）５月２９日     清川歴史公園かわら版              第２６号 

キッチンカーほかテント店舗など 28店が集まる 

四
月
六
日
（
土
）
清
川
グ
ラ
ウ
ン

ド
と
清
川
体
育
館
を
会
場
に
「
き
よ

か
わ
マ
ル
シ
ェ
」（
共
催
：
清
川
地

区
振
興
協
議
会
）
を
開
催
し
ま
し

た
。
当
日
は
朝
か
ら
晴
天
に
恵
ま
れ

て
、
午
前
十
時
の
オ
ー
プ
ン
か
ら
大

勢
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。 

 

きよかわマルシェ初開催！大勢の来場者で賑わう！ 

回

覧 

【
大
河
ド
ラ
マ
誘
致
協
議
会
】 

清
河
八
郎
大
河
ド
ラ
マ
誘
致
協

議
会
の
ブ
ー
ス
で
は
、
紙
甲
冑
で

記
念
撮
影
し
た
お
子
さ
ん
を
対
象

に
し
て
「
八
郎
カ
プ
セ
ル
ト
イ
」

が
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
企
画
を
実

施
し
ま
し
た
。 

【
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
・
テ
ン
ト
店
舗
】 

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
は
、
台
湾
料
理

や
ピ
ザ
、
焼
き
と
り
等
を
販
売
し
ま

し
た
。 

テ
ン
ト
店
舗
は
、
コ
ー
ヒ
ー
や
新

鮮
な
野
菜
、
手
工
芸
品
、
ア
ク
セ
サ

リ
ー
等
を
販
売
。
ま
た
ヨ
ガ
な
ど
体

験
コ
ー
ナ
も
あ
り
ま
し
た
。 

出
店
営
業
中
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー 

朝
か
ら
大
勢
の
来
場
者
で
賑
わ
う

清
川
グ
ラ
ン
ド
と
体
育
館 

高
麗
門
か
ら
撮
影
し
た
会
場 

舗
の
様
子 

現
在
八
郎
カ
プ
セ
ル
ト
イ
は
、

清
川
関
所
や
清
河
八
郎
記
念
館
な

ど
町
内
六
ヶ
所
に
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。 

き
よ
か
わ
マ
ル
シ
ェ
は
、
単
な

る
買
い
物
の
場
で
は
な
く
、
会
場

を
訪
れ
た
皆
さ
ん
と
出
店
者
が
交

流
し
、
清
川
地
区
の
魅
力
を
再
発

見
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 



5 月 22 日開催 歴史講座 in 清川「近世清川関所の役割」 

【
参
加
者
募
集
】 

第
二
回 

歴
史
講
座
㏌
清
川 

七
月
十
日
（
水
）
開
催 

藤
島
歴
史
探
訪 

国
史
跡 

東
田
川
文
化
記
念
館 

【
渡
場
（
わ
た
し
ば
・
渡
し
場
）】 

川
の
渡
し
舟
が
発
着
し
た
渡

場
。
清
川
街
道
に
は
、
赤
川
渡
場
、

藤
島
川
渡
場
、
京
田
川
渡
場
の
三

つ
の
渡
場
が
あ
り
ま
し
た
。
（
立

川
町
史
よ
り
）
今
回
は
京
田
川
渡

場
を
訪
ね
ま
す
。 

令和６年（２０２４年）５月２９日     清川歴史公園かわら版              第２６号 

五
月
二
十
二
日
（
水
）
に
令
和
六
年

度
の
第
一
回
「
歴
史
講
座
㏌
清
川
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
町
内
を
は
じ
め
鶴

岡
・
酒
田
な
ど
か
ら
二
十
名
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

今
回
は
「
近
世
清
川
関
所
の
役
割 

-

出
羽
三
山
詣
と
の
関
係
か
ら-

」

と
題
し
て
、
飽
海
地
域
史
研
究
会
会

長
の
小
野
寺
雅
昭
氏
に
ご
担
当
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

今
回
は
当
講
座
で
初
め
て
の
現
地

研
修
で
す
。
清
川
街
道
や
松
山
街
道
、

備
中
街
道
が
集
ま
る
「
鶴
岡
市
藤
島

地
区
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
、
地
域

の
歴
史
に
詳
し
い
方
か
ら
ガ
イ
ド
い

た
だ
き
、
江
戸
時
代
の
面
影
を
た
ど

り
ま
す
。 

三
万
人
を
超
え
る
参
拝
者
が
清
川
か

ら
三
山
詣
で
に
向
か
っ
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
本
講
座
で
は
清
川
関
所

が
果
た
し
た
役
割
を
読
み
解
い
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

飽
海
地
域
史
研
究
会 

 
 

 
 

会
長 

小
野
寺 

雅
昭
氏 

庄
内
藩
の
関
所
（
番
所
）
が
置
か
れ

た
清
川
は
五
月
か
ら
八
月
に
か
け
て

と
て
も
賑
わ
い
、
幕
末
期
に
は
年
間 

【
集
合
】
清
川
関
所 

午
前
八
時
五
十
分 

バ
ス
で
藤
島
へ
向
か
い
ま
す
。 

到
着
後
、
徒
歩
で
東
田
川
文
化
記

念
館
や
追
分
石
な
ど
を
巡
り
ま
す
。 

ま
た
視
察
研
修
終
了
後
は
、
清
川
関

所
に
戻
っ
て
、
食
事
処 

御
殿
茶
屋
の

「
東
風
そ
ば
」
と
「
そ
ば
ぜ
ん
ざ
い
」

の
昼
食
を
お
召
し
上
が
り
下
さ
い
。

（
午
後
一
時
過
ぎ
終
了
予
定
） 

【
参
加
費
】
お
ひ
と
り
三
千
円 

【
申
込
受
付
】
清
川
関
所 

【
電
話
】
〇
二
三
四-

二
五-

五
八
八
五 

 

昼
食
は
関
所
名
物
「
東
風
そ
ば
」 



私
た
ち
と
一
緒
に
清
川
を
案
内

す
る
仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か
。 

お
客
様
と
一
緒
に
ま
ち
歩
き
（
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
）
は
健
康
に
も
良
い
で

す
。 

[

お
問
合
せ] 

清
川
関
所
（
電
話:

〇
二
三
四-

二
五-

五
八
八
五) 

  

 

 

  

前

に

は
、
き
よ
か
わ
観
光
ガ
イ
ド
の
会
に
よ
る
ま
ち

歩
き
を
実
施
。
清
川
関
所
や
芭
蕉
上
陸
の
地
、

更
に
御
殿
林
を
抜
け
て
、
清
河
神
社
等
に
参
加

者
を
ご
案
内
し
ま
し
た
。 

【
五
月
十
四
日
（
火
）】 

認
定
こ
ど
も
園 

か
ら
ふ
る 

「
親
子
で
歴
史
の
里
き
よ
か
わ

を
探
検
」 

狩
川
の
認
定
こ
ど
も
園
か
ら

ふ
る
・
さ
く
ら
組
５
歳
児
の
お
子

さ
ん
と
父
母
の
皆
さ
ん
が
、
グ
ル

ー
プ
で
清
川
を
巡
り
ま
し
た
。 

清
川
関
所
の
芭
蕉
・
曾
良
の
顔

出
し
パ
ネ
ル
や
紙
甲
冑
で
記
念

撮
影
し
た
り
、
御
諸
皇
子
神
社
で

は
随
神
門
の
仁
王
像
を
近
く
で

見
上
げ
た
り
、
北
楯
大
堰
の
そ
ば

を
歩
い
た
り
し
な
が
ら
、
清
川
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
隠
さ
れ
た
文

字
を
探
し
、
ク
イ
ズ
の
答
え
を
見

つ
け
て
い
ま
し
た
。 

庄内町の子供達が「歴史の里きよかわ」でふるさと学習 

 

紙
芝
居
『清
河
郎
』 

 

～
風
雲
児
こ
こ
に
死
せ
り
～ 

⑭ 

 

  

 

 
歴
史
の
里
の
お
も
て
な
し 

～
ガ
イ
ド
の
会
よ
り
～ 

「
御
殿
林
の
ひ
と
り
ご
と
」 

 

御
殿
林
は
最
上
峡
を
渡
っ
て
く
る
東

風
か
ら
杉
襖
と
し
て
清
川
を
守
っ
て

く
れ
る
大
切
な
場
所
で
す
。
庄
内
藩

主
が
三
千
本
の
苗
を
植
え
た
の
が
始

ま
り
で
す
。 

幕
末
の
戊
辰
戦
争
で
は
戦
場
と
な

り
、
庄
内
軍
の
盾
と
な
り
ま
し
た
。

太
平
洋
戦
争
の
際
は
、
船
の
材
料
と

し
て
多
く
切
り
出
さ
れ
ま
し
た
。 

又
、
村
人
に
と
っ
て
は
、
強
風
の

度
に
落
ち
る
枝
葉
が
貴
重
な
燃
料
と

な
り
ま
し
た
。
大
人
も
子
供
も
拾
い

に
き
て
そ
れ
が
掃
除
と
な
り
林
中
は

い
つ
も
き
れ
い
だ
っ
た
ん
で
す
。
今

は
地
域
の
皆
が
守
り
歴
史
の
里
と
し

て
関
所
と
共
に
多
く
の
観
光
客
に
も

涼
と
癒
し
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。 

先
日
は
余
目
中
学
校
一
学
年
の
皆

さ
ん
が
、
ふ
る
さ
と
学
習
で
清
川
へ

来
て
く
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
ず
っ
と
御

殿
林
を
愛
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。 

御
殿
林
は
頑
張
っ
て
い
ま
す
！ 

御
殿
林 

【
会
員
募
集
】 

き
よ
か
わ
観
光
ガ
イ
ド
の
会 

令和６年（２０２４年）５月２９日     清川歴史公園かわら版              第２６号 

【
五
月
二
十
一
日
（
火
）】 

余
目
中
学
校
１
年
生
を
ま
ち

歩
き
ガ
イ
ド 

余
目
中
学
校
１
学
年
の
ふ
る

さ
と
学
習
で
き
よ
か
わ
観
光
ガ

イ
ド
の
会
が
生
徒
さ
ん
百
二
十

名
を
ガ
イ
ド
し
ま
し
た
。 

ま
た
清
河
八
郎
記
念
館
で
は

廣
田
館
長
に
よ
る
講
話
、
北
楯

頭
首
工
で
は
最
上
川
土
地
改
良

区
の
方
々
に
よ
る
説
明
も
行
わ

れ
ま
し
た
。 

日
々
の
学
校
生
活
と
は
異
な

る
環
境
で
、
生
徒
の
皆
さ
ん
は

ふ
る
さ
と
の
歴
史
を
再
発
見
さ

れ
た
よ
う
で
す
。 

認定こども園からふる･5 歳児親子事業と余目中学校 1学年 



 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

八
郎
は
た
く
さ
ん
の
著
作
を
残
し

て
お
り
、そ
の
大
半
が
山
形
県
指
定
文

化
財
に
な
っ
て
い
る
。
日
記
に
は
「
旦
起

私
乗
」
全
三
冊
、「
私
乗
後
編
」
全
三

冊
が
あ
り
、生
ま
れ
た
年
か
ら
二
十
三

歳
の
正
月
ま
で
全
文
漢
文
で
書
い
て
い

る
。生
ま
れ
た
年
か
ら
十
七
歳
ま
で
は

記
憶
を
た
ど
っ
て
書
い
た
も
の
ら
し
い
。

日
記
の
タ
イ
ト
ル
「
旦
起
」
と
は
朝
早

く
起
き
て
勉
強
す
る
、
と
い
う
意
味
で

八
郎
の
性
格
を
端
的
に
表
し
て
い
る
。  

八
郎
が
幕
府
の
罠
に
は
ま
り
人
を

斬
っ
て
逃
亡
し
、
全
国
に
志
士
を
求
め

て
旅
し
た
記
録
に
、
「
潜
中
紀
略
」
「
潜

中
紀
事
」
「
潜
中
始
末
」
計
五
冊
が
あ

る
。
学
者
と
し
て
の
著
作
物
は
十
三
冊

あ
り
、
活
字
を
買
っ
て
弟
子
た
ち
に
印

刷
製
本
を
さ
せ
出
版
し
た
も
の
も
あ

る
。 

 
 

著
作
物
で
最
も
眼
を
ひ
く
の
は
、
母

の
老
後
の
楽
し
み
に
と
書
き
残
し
た
旅

日
記
「
西
遊
草
」
で
あ
る
。 

●
「
西
遊
草
」
よ
り 

（
安
政
二
年
六
月
十
四
日
、京
都
に
て
） 

私
は
若
年
の
頃
か
ら
天
下
を
見
て
回

り
、
六
十
余
州
、
足
を
踏
み
入
れ
て
い
な

い
と
こ
ろ
は
な
い
。
つ
ら
つ
ら
と
天
下
を

考
え
る
に
、
西
方
か
ら
わ
が
国
は
開
け
た

の
だ
か
ら
、
関
東
は
太
平
の
世
に
な
っ
て

か
ら
繁
華
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
太
田
道

灌
の
頃
は
武
蔵
野
と
い
っ
て
人
家
も
ま
れ

な
辺
鄙
な
地
だ
っ
た
の
を
、
徳
川
家
が
入

府
し
て
以
来
、
つ
い
に
天
下
第
一
の
名
所

と
な
り
、世
の
人
は
金
を
い
と
わ
ず
に 

 

訪
れ
、
幸
い
三
百
年
あ
ま
り
も
平
和
が

続
い
て
い
る
た
め
ま
す
ま
す
磨
き
が
か

か
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
入
っ
て
く

る
。 そ

の
た
め
天
下
の
人
民
で
一
芸
に

秀
で
た
者
が
い
ず
れ
も
江
戸
に
や
っ
て

来
る
の
で
、
英
傑
の
人
々
が
み
な
江
戸

の
住
民
と
な
る
の
で
、
昔
は
盛
ん
だ
っ

た
西
方
の
国
々
は
次
第
に
衰
え
て
い
っ

た
。
そ
の
た
め
、
何
事
に
も
悪
賢
く
な

り
、細
か
く
て
表
面
を
つ
く
ろ
い
、 

 

「清河八郎」大河ドラマ誘致協議会 

Instagram はじめました★ 

❷ 

 

 

「
清
河
八
郎
の
『
日
記
』
」(

一) 

 

❶ ❸ 

❺ ❹ 

 

ま
る
で
な
い
。
控
え
め
に
言
っ
て
も
、
少

し
で
も
侠
気
の
あ
る
人
物
な
ら
、
と
て

も
永
住
で
き
る
地
で
は
な
い
。
こ
の
よ

う
な
わ
け
で
た
と
え
争
乱
の
世
に
な
っ

て
も
、
昔
は
さ
て
お
き
、現
代
の
こ
ん
な

風
潮
で
あ
れ
ば
度
量
の
広
い
英
明
な

名
将
は
出
な
い
だ
ろ
う
。
戦
国
期
に
京

都
近
辺
に
英
雄
が
多
く
現
れ
た
の
は

戦
争
の
盛
ん
な
時
代
だ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。   

           

次
号
へ
つ
づ
く 

 

…
「
清
河
八
郎
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
」
よ
り 

❻ 

❽ ❾ 

 

維
新
の
魁 

清
河
八
郎
を
大
河
ド
ラ
マ
に
！ 

 

遠
く
か
ら
や
っ
て
来
た
素
朴
な
民
衆
を

だ
ま
す
よ
う
に
な
り
、
ま
こ
と
に
残
念

で
あ
る
。 

な
か
で
も
京
都
は
高
位
貴
官
が
集

う
王
城
に
似
合
わ
ず
万
事
が
軽
薄
、
け

ち
な
こ
と
こ
の
う
え
な
い
。
何
事
も
陰

で
た
く
ら
む
た
め
、
弁
舌
の
み
が
上
手

に
な
り
、
見
る
と
聞
く
で
は
大
違
い
。
そ

の
た
め
近
隣
で
は
「
京
の
弁
舌
」
と
言
っ

て
有
名
で
、
人
を
だ
ま
す
風
習
と
な
っ

て
ま
こ
と
に
嘆
か
わ
し
い
次
第
だ
。
そ

の
た
め
男
ら
し
い
大
人
物
の
気
風
は 

 

 

 「
清
河
八
郎
」
を
主
人
公
と
す
る
大
河
ド
ラ
マ
の
実
現
を
目
指
し
、 

平
成
三
〇
年
五
月
に
「
清
河
八
郎
」
大
河
ド
ラ
マ
誘
致
協
議
会
を 

設
立
し
ま
し
た
。
現
在
、
清
河
八
郎
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い

た
い
！
と
い
う
願
い
の
も
と
、
周
知
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

❼ 
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～
波
乱
の
半
生
の 

           

克
明
な
記
録
～ 

  

 

 

 

 


